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 2019年12月19日、プーチン大統領は毎年恒例となっている内外の記者団を集めた大規模記者

会見を開催した。大規模記者会見は2001年に始まり、今回が15回目となった。今回の会見には過

去最高となる1,895人のジャーナリストがエントリーし、約1,300人が会場を訪れたと伝えられている。

プーチン大統領は４時間を超える会見で政治・外交、経済、社会問題からプライベートなことまで70

以上の質問に答えた。大規模記者会見の内容については内外の様々なメディアで伝えられている

が、プーチン大統領が憲法規定見直しに関して発言（大統領の任期を連続２期の「連続」という文言

を削除すること）したことを受け、任期満了を迎える2024年での退任を示唆したのではないかという

憶測が上がり、大きく注目されていた。また、直前に動きのあったウクライナや米国との関係について

も注目された。一方で、中国や日本などとの関係や経済に関する発言もあったが、それらについては

あまり取り上げられていない。そこで以下では、今回の大規模記者会見におけるプーチン大統領の

主な発言要旨をテーマ別に整理しておく。なお、記者会見の全容はクレムリンのウェブサイトに掲載さ

れているので、ご関心の向きにはそちらをご覧いただきたい。 

→http://www.kremlin.ru/events/president/news/62366 
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